宗教的利益観についての研究 -『教行信証』を中心として- by 中山 彰信 et al.
要約
今
回
は
京
都
大
学
で
行
わ
れ
た
第
六
十
三
回
日
本
宗
教
学
会
に
お
い
て
発
表
し
た
、
宗
教
に
お
け
る
利
益
観
の
中
で
も
真
実
を
求
め
て
求
道
し
た
親
鸞
の
利
益
の
考
え
方
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
親
鸞
の
利
益
観
を
最
も
顕
著
に
表
さ
れ
た
著
書
『
教
行
信
証』
を
中
心
と
し
て
考
察
す
る
。
宗
教
的
利
益
と
い
え
ば
占
い
と
か
呪
術
(
呪
文)
に
よ
る
超
自
然
的
力
と
自
己
の
願
望
に
よ
る
願
い
と
行
為
に
よ
っ
て
得
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
利
益
は
利
益
の
真
実
性
を
示
す
も
の
と
考
え
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
利
益
は
人
間
の
願
望
の
う
ち
に
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
が
、
何
か
不
自
然
さ
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。
人
間
の
利
益
に
対
す
る
考
え
は
何
か
穢
れ
た
捉
え
方
を
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
宗
教
的
利
益
を
如
何
に
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
親
鸞
に
問
う
こ
と
に
す
る
の
で
あ
る
。
親
鸞
の
『
教
行
信
証』
を
見
る
に
、
こ
の
書
は
真
実
を
顕
す
と
示
さ
れ
て
い
る
。
仏
教(
佛)
の
教
・
行
・
証
を
示
す
重
要
な
論
点
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
絶
対
者
の
示
す
利
益
と
は
衆
生
の
救
済
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。
親
鸞
は
三
経
七
祖
の
流
れ
を
受
け
て
利
益
に
つ
い
て
究
明
さ
れ
て
い
る
。
『
教
行
信
証』
の
教
巻
の
冒
頭
に
｢
謹
ん
で
浄
土
真
宗
を
案
ず
る
に
、
二
種
の
回
向
あ
り
。
一
つ
に
は
往
相
、
二
つ
に
は
還
相
な
り
。
往
相
の
回
向
に
つ
い
て
真
実
の
教
行
信
証
あ
り
。｣
と
示
さ
れ
、
仏
の
願
心
か
ら
回
向
さ
れ
た
利
益
で
あ
る
こ
と
を
明
か
さ
れ
る
。
こ
の
書
全
体
が
絶
対
的
利
益
観
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
親
鸞
は
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
故
に
、
証
巻
の
四
法
結
釈
に
｢
そ
れ
真
宗
の
教
行
信
証
を
案
ず
れ
ば
、
も
し
は
因
、
も
し
は
果
、
一
事
と
し
て
阿
弥
陀
如
来
の
清
浄
願
心
の
回
向
成
就
し
た
ま
え
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
あ
る
こ
と
な
し
。
因
、
浄
な
る
が
故
に
果
ま
た
浄
な
り
。
知
る
べ
し
な
り
と
。｣
と
示
し
、
利
益
は
仏
の
願
心
か
ら
回
向
さ
れ
る
因
果
の
道
理
に
そ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
か
さ
れ
る
。
世
間
的
利
益
は
衆
生
の
願
心
か
ら
願
う
行
為
で
あ
る
が
、
真
実
の
利
益
は
絶
対
的
願
心
か
ら
与
え
ら
れ
る
利
益
で
あ
る
こ
と
を
明
か
さ
れ
て
い
る
。
は
じ
め
に
親
鸞
の
教
義
を
研
鑽
し
て
い
く
中
で
利
益
観
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
如
来
の
救
済
が
如
何
な
る
こ
と
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
論
点
だ
と
考
え
る
。
特
に
、
自
己
に
お
け
る
救
済
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
は
欠
か
せ
な
い
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宗
教
的
利
益
観
に
つ
い
て
の
研
究
―
―
『
教
行
信
証』
を
中
心
と
し
て
―
―
中
山
彰
信
論
文
( 
)
課
題
で
あ
る
。
親
鸞
の
教
義
の
根
幹
は
三
経
七
祖
の
経
釈
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
三
経
七
祖
の
流
れ
を
受
け
ら
れ
た
親
鸞
は
利
益
に
つ
い
て
如
何
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
利
益
に
関
し
て
親
鸞
は
『
教
行
信
証』
｢
教
巻｣
の
冒
頭
に
 
按
淨
土
眞
宗
、
有
二
種
廻
向
。
一 
往
相
、
二  
相
。
就
往
相
廻
向
、
有
眞
實 
・
行
・
信
・
證
。
(
１)
(
謹
ん
で
浄
土
真
宗
を
案
ず
る
に
、
二
種
の
回
向
あ
り
。
一
つ
に
は
往
相
、
二
つ
に
は
還
相
な
り
。
往
相
の
回
向
に
つ
い
て
真
実
の
教
行
信
証
あ
り
。)
と
示
さ
れ
、
こ
こ
に
往
相
・
還
相
の
二
種
回
向
が
示
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
浄
土
真
宗
の
二
種
の
回
向
は
如
来
の
願
心
か
ら
回
向
さ
れ
た
利
益
で
あ
る
こ
と
を
明
か
さ
れ
る
。
そ
し
て
、｢
証
巻｣
の
四
法
結
釈
に
夫
案
眞
宗 
・
行
・
信
・
證 
、
如
來
大
悲
回
向
之
利 
。
故
若
因
若
果
、
无
有
一
事
非
阿
彌
陀
如
來 
淨
願
心
之 
回
向
成
就
。
因
淨
故
、
果
亦
淨
也
。
應
知
。
(
２)
(
そ
れ
真
宗
の
教
行
信
証
を
案
ず
れ
ば
、
如
来
の
大
悲
回
向
の
利
益
な
り
。
故
に
、
も
し
は
因
、
も
し
は
果
、
一
事
と
し
て
阿
弥
陀
如
来
の
清
浄
願
心
の
回
向
成
就
し
た
ま
へ
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
あ
る
こ
と
な
し
。
因
、
浄
な
る
が
故
に
果
ま
た
浄
な
り
。
知
る
べ
し
と
な
り
。)
と
示
さ
れ
、
真
宗
の
教
・
行
・
信
・
証
は
如
来
の
願
心
か
ら
回
向
さ
れ
た
利
益
で
あ
る
こ
と
を
結
釈
と
し
て
示
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
二
言 
相
回
向 
、
則
是
利
他  
地 
也
。
(
３)
(
二
つ
に
還
相
の
回
向
と
い
ふ
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
利
他
教
化
地
の
益
な
り
。)
と
示
さ
れ
、
還
相
回
向
は
利
他
教
化
地
の
益
と
改
め
て
示
し
て
あ
る
こ
と
は
別
益
と
し
て
、
他
力
大
乗
菩
薩
道
の
益
と
し
て
示
さ
れ
る
。
し
か
し
、
今
回
は
二
種
の
回
向
で
あ
る
往
相
回
向
の
現
当
二
益
を
中
心
に
考
察
し
て
い
き
た
い
。
そ
こ
で
存
覚
は
『
六
要
鈔』
の
証
巻
釈
の
と
こ
ろ
で
定
聚
・
滅
度
是
二 
歟
、
又
一 
歟
。
答
。
是
二
益
也
。
(
４)
(
定
聚
・
滅
度
は
こ
れ
二
益
か
、
ま
た
一
益
か
。
答
え
て
。
こ
れ
二
益
な
り
。)
と
、
現
益
・
当
益
を
述
べ
ら
れ
、
ま
た
蓮
如
は
『
御
文
章』
一
帖
目
の
第
四
通
に
信
一
念
に
つ
い
て
、
一
念
発
起
の
か
た
は
正
定
聚
な
り
。
こ
れ
は
穢
土
の
益
な
り
。
つ
ぎ
に
滅
度
は
浄
土
に
て
う
べ
き
益
に
て
あ
る
な
り
と
こ
こ
ろ
う
べ
き
な
り
。
さ
れ
ば
二
益
な
り
と
お
も
ふ
べ
き
も
の
な
り
。
(
５)
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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( 
)
一そ
こ
で
利
益
に
関
し
て
そ
の
根
本
義
を
明
ら
か
に
す
る
為
に
、『
大
無
量
寿
経』
の
教
説
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
く
必
要
性
を
考
え
る
。
『
大
無
量
寿
経』
の
中
で
利
益
に
か
か
わ
る
文
言
を
調
べ
て
み
る
に
出
世
本
壊
の
文
に
、
如
來
以
無
葢
大
悲
矜
哀
三
界
。 
以
出
興
於
世
、
光
闡  
欲
拯
羣
萌
惠
以
眞
實
之
利
。
(
６)
(
如
来
、
無
蓋
の
大
悲
を
も
っ
て
三
界
を
矜
哀
し
た
ま
ふ
。
世
に
出
興
す
る
ゆ
え
は
、
道
教
を
光
闡
し
て
群
萠
を
拯
ひ
、
恵
む
に
真
実
の
利
を
も
っ
て
せ
ん
と
欲
し
て
な
り
。)
と
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
親
鸞
が
『
教
行
信
証』
教
巻
に
真
宗
大
剛
を
示
さ
れ
た
後
に
引
用
さ
れ
た
文
で
も
あ
る
。
こ
こ
に
｢
真
実
の
利｣
と
し
て
利
益
を
示
し
て
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
仏
願
力
回
向
に
よ
る
利
益
で
あ
る
こ
と
を
顕
し
て
い
る
と
考
え
る
。
そ
の
後
『
大
無
量
寿
経』
下
巻
の
胎
化
得
失
の
文
と
弥
勒
付
属
の
文
に
彌
勒
當
知
、
其
有
菩 
、
生
疑
惑 
、
爲
失
大
利
。
(
７)
(
弥
勒
、
ま
さ
に
知
る
べ
し
。
そ
れ
菩
薩
あ
り
て
疑
惑
を
生
ず
る
も
の
は
、
大
利
を
失
す
と
す
。)
と
、
佛
語
彌
勒
。
其
有
得
聞
彼
佛
名
號
、
歡
喜
踊 
、
乃
至
一
念
。
當
知
、
此
人
爲
得
大
利
。
則
是
具
足
無
上
功 
。
(
８)
(
仏
、
弥
勒
に
語
り
た
ま
わ
く
、
そ
れ
か
の
仏
の
名
号
を
聞
く
こ
と
を
得
て
、
歓
喜
踊
躍
し
て
乃
至
一
念
せ
ん
こ
と
あ
ら
ん
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
こ
の
人
は
大
利
を
得
と
す
。
す
な
は
ち
、
こ
れ
無
上
の
功
徳
を
具
足
す
る
な
り
と
。)
と
、
利
益
を
｢
大
利｣
と
、
こ
の
大
利
は
出
世
本
壊
に
出
て
い
る
｢
真
実
の
利｣
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
弥
勒
付
属
の
文
は
『
教
行
信
証』
行
巻
の
行
一
念
釈
に
も
引
用
さ
れ
る
文
で
、
親
鸞
は
｢
大
利｣
に
つ
い
て
自
釈
を
ほ
ど
こ
し
て
、
言
大
利 
、
對
小
利
之
言
。
言
无
上 
、
對
有
上
之
言
也
。
信
知
、
大
利
无
上 
、
一
乘
眞
實
之
利 
也
。
小
利
有
上 
、
則
是
八
萬
四
千
假
門
也
。
(
９)
(
大
利
と
い
ふ
は
小
利
に
対
せ
る
の
言
な
り
。
無
上
と
い
ふ
は
有
上
に
対
せ
る
の
言
な
り
。
ま
こ
と
に
知
ん
ぬ
、
大
利
無
上
は
一
乗
真
実
の
利
益
な
り
。
小
利
有
上
は
す
な
わ
ち
こ
れ
八
万
四
千
の
仮
門
な
り
。)
と
示
し
、
如
来
の
利
益
は
一
乗
真
実
の
利
益
で
あ
っ
て
、
八
万
四
千
の
仮
門
の
利
益
は
小
利
有
上
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
｢
真
実
の
利｣
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
。｢
真
実｣
そ
れ
自
体
を
明
か
さ
れ
た
の
が
、
天
親
の
『
浄
土
論』
で
我
依
修
多
羅
眞
實
功 
相( )
(
我
修
多
羅
真
実
功
徳
相
に
依
っ
て)
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( 
)
と
、
如
来
浄
土
の
真
如
に
か
な
っ
て
衆
生
救
済
に
働
く
相
が
真
実
で
あ
る
と
示
し
、
曇
鸞
は
そ
れ
を
釈
し
て
『
浄
土
論
註』
巻
上
に
、
こ
の
真
実
功
徳
を
示
し
、
眞
實
功 
相 
、
有
二
種
功 
。
一 
、
從
有
漏
心
生
不
順
法
性
。 
謂
凡
夫
人
天 
善
、
人
天
果
報
、
若
因
若
果
、
皆
是 
倒
、
皆
是 
僞
。
是
故
名
不
實
功 
。
二 
、
從
菩 
智
慧 
淨
業 
莊
嚴
佛
事
。
依
法
性
入
 
淨
相
。
是
法
不 
倒
、
不 
僞
、
名
眞
實
功 
。
云
何
不 
倒
、
依
法
性
順
二
諦
故
。
云
何
不 
僞
、
攝
衆
生
入
畢
竟
淨
、
故
。
( )
(
真
実
功
徳
相
と
は
、
二
種
の
功
徳
あ
り
。
一
つ
に
は
有
漏
の
心
よ
り
生
じ
て
法
性
に
順
ぜ
ず
。
い
は
ゆ
る
凡
夫
・
天
の
諸
善
、
人
・
天
の
果
報
、
も
し
は
因
も
し
は
果
、
み
な
こ
れ 
倒
す
、
み
な
こ
れ
虚
偽
な
り
。
こ
の
ゆ
へ
に
不
実
の
功
徳
と
名
づ
く
。
二
つ
に
は
菩
薩
の
智
恵
清
浄
の
業
よ
り
起
こ
り
て
仏
事
を
荘
厳
す
。
法
性
に
よ
り
て
清
浄
の
相
に
入
れ
り
。
こ
の
法 
倒
せ
ず
、
虚
偽
な
ら
ず
、
真
実
の
功
徳
と
名
づ
く
。
い
か
ん
が 
倒
せ
ざ
る
。
法
性
に
よ
り
二
諦
に
順
ず
る
が
ゆ
へ
に
。
い
か
ん
が
虚
偽
な
ら
ざ
る
。
衆
生
を
摂
し
て
畢
竟
浄
に
入
ら
し
む
る
が
故
に
と
。)
と
、
こ
の
中
で
真
実
を
釈
す
る
に
、
功
徳
に
つ
い
て
真
実
功
徳
と
不
実
功
徳
が
あ
り
不
実
功
徳
と
は 
倒
・
虚
偽
で
法
性
に
順
ぜ
ず
、
真
実
功
徳
と
は
不 
倒
・
不
虚
偽
で
法
性
に
順
じ
る
が
故
に
、
大
悲
を
得
る
。
不 
倒
と
は
法
性
に
随
順
じ
る
智
恵
で
あ
り
、
不
虚
偽
と
は
衆
生
を
摂
取
し
て
浄
土
に
生
ま
れ
る
慈
悲
で
あ
る
と
明
か
さ
れ
る
。
親
鸞
は
『
一
念
多
念
文
意』
に
そ
の
意
を
｢
真
実
之
利｣
と
ま
ふ
す
は
、
弥
陀
の
誓
願
を
ま
ふ
す
な
り
。
し
か
れ
ば
諸
仏
の
よ
に
い
で
た
ま
ふ
ゆ
へ
は
、
弥
陀
の
願
力
を
と
き
て
、
よ
ろ
づ
の
衆
生
を
め
ぐ
み
す
く
は
む
と
お
ぼ
し
め
す
を
、
本
壊
と
せ
む
と
し
た
ま
う
が
ゆ
へ
に
真
実
之
利
と
は
ま
ふ
す
な
り
。
( )
と
示
し
、｢
真
実
之
利｣
は
如
来
の
不 
倒
・
不
虚
偽
の
功
徳
と
同
一
の
悟
り
に
到
達
す
る
こ
と
で
あ
り
、
智
恵
慈
悲
円
満
・
自
利
不
二
の
悟
り
に
到
達
す
る
こ
と
で
あ
る
。
最
大
の
理
想
で
あ
る
大
菩
提
の
徳
を
有
す
る
真
実
の
利
益
を
得
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
ま
た
、
利
益
に
つ
い
て
は
五
悪
段
の
終
わ
り
に
佛  
履
國
邑
・
丘
聚
、
靡
不
蒙 
。
天
下
和
順
、
日
月 
明
、
風
雨
以
時
、
災 
不 
。
國
豐
民
安
、
兵
戈
無
用
、
崇 
興
仁
、
務
修
禮
讓
。
( )
(
佛
の
遊
履
し
た
ま
ふ
と
こ
ろ
の
国
邑
・
丘
聚
、
化
を
蒙
ら
ざ
る
は
な
し
。
天
下
和
順
し
日
月
清
明
な
り
。
風
雨
時
を
も
つ
て
し
、
災 
起
ら
ず
、
国
豊
か
に
民
安
く
し
て
兵
戈
用
い
る
こ
と
な
し
。
徳
を
崇
め
仁
を
興
し
、
つ
と
め
て
礼
譲
を
修
す
と
。)
と
、
仏
願
力
の
名
号
を
領
受
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
展
開
し
て
い
く
利
益
を
明
か
す
。
仏
願
力
の
信
心
に
よ
っ
て
展
開
し
て
い
く
平
和
に
し
て
明
る
い
社
会
の
相
を
現
し
た
も
の
で
｢
兵
戈
無
用｣
な
ど
の
世
界
は
念
仏
の
精
神
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
実
現
さ
れ
る
利
益
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
以
上
が
『
大
無
量
寿
経』
に
示
さ
れ
た
一
乗
真
実
の
利
益
で
あ
る
。
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( 
)
二そ
こ
で
、
親
鸞
は
利
益
に
つ
い
て
『
教
行
信
証』
に
は
如
何
に
示
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
初
め
に
述
べ
た
が
『
教
行
信
証』
教
巻
の
二
種
の
回
向
は
、
『
教
行
信
証』
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
仏
願
力
に
よ
る
衆
生
救
済
へ
の
利
益
と
し
て
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
文
言
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。｢
行
巻｣
を
窺
う
と
大
行
出
体
釈
に
 
按
往
相
廻
向
、
有
大
行
、
有
大
信
。
大
行 
、
則
稱
无  
如
來
名
。
斯
行
、 
是
攝 
善
法
、
具  
本
、
極 
圓
滿
、
眞
如
一
實
功 
寶 
。
故
名
大
行
。
然
斯
行 
、
出
於
大
悲
願
。
( )
(
つ
つ
し
ん
で
往
相
の
回
向
を
案
ず
る
に
、
大
行
あ
り
、
大
信
あ
り
。
大
行
と
は
す
な
わ
ち
無
碍
光
如
来
の
名
を
称
す
る
な
り
。
こ
の
行
は
す
な
は
ち
こ
れ
も
ろ
も
ろ
の
善
法
を
摂
し
、
も
ろ
も
ろ
の
徳
本
を
具
せ
り
。
極
速
円
満
す
、
真
如
一
実
の
功
徳
宝
海
な
り
。
ゆ
え
に
大
行
と
名
づ
く
。
し
か
る
に
こ
の
行
は
大
悲
の
願
よ
り
出
で
た
り
。)
と
示
さ
れ
、
名
号
に
破
満
の
徳
の
あ
る
こ
と
が
顕
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
名
号
(
念
仏)
は
、
爾 
、
稱
名
能
破
衆
生
一
切
无 
、
能
滿
衆
生
一
切
志
願
。
稱
名
則
是
最
 
眞
妙
正
業
、
正
業
則
是
念
佛
、
念
佛
則
是
南
无
阿
彌
陀
佛
。
南
无
阿
彌
陀
佛 
是
正
念
也
。
可
知
。
( )
(
し
か
れ
ば
名
を
称
す
る
に
、
よ
く
衆
生
の
一
切
の
無
明
を
破
し
、
よ
く
衆
生
の
一
切
の
志
願
を
満
て
た
ま
ふ
。
称
名
は
す
な
わ
ち
こ
れ
最
勝
真
妙
の
正
業
な
り
。
正
業
は
す
な
わ
ち
こ
れ
念
仏
な
り
。
念
仏
は
す
な
わ
ち
こ
れ
南
無
阿
弥
陀
仏
な
り
。
南
無
阿
弥
陀
仏
は
す
な
わ
ち
こ
れ
正
念
な
り
と
、
知
る
べ
し
と
。)
と
、
如
来
の
光
明
に
衆
生
の
無
明
の
闇
を
除
く
利
益
に
あ
る
こ
と
が
表
さ
れ
て
い
る
。
称
名
に
破
満
の
利
益
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
如
来
の
光
明
が
破
満
の
利
益
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
六
字
釈
を
う
け
な
が
ら
｢
必
得
往
生｣
に
つ
い
て
言
必
得
往
生 
、
彰
獲
至
不 
位
也
。
經
言 
得
、
釋
云
必
定
。
( )
(
必
得
往
生
と
い
ふ
は
、
不
退
の
位
に
至
る
こ
と
を
獲
る
こ
と
を
彰
す
な
り
。
経
(
大
経)
に
は
即
得
と
い
え
り
、
釈
に
は
必
定
と
い
へ
り
。)
と
示
し
、｢
必
得
往
生｣
と
は
不
退
の
位
に
至
る
こ
と
で
あ
り
、
大
経
に
は
｢
即
得｣
と
示
さ
れ
、
釈
に
は
｢
必
定｣
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。｢
必
得｣
は
第
十
八
願
成
就
文
の
｢
即
得
往
生｣
で
あ
り
、｢
必
定｣
は
龍
樹
の
『
易
行
品』
に
示
さ
れ
る
｢
即
時
入
必
定｣
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
現
生
正
定
聚
の
益
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
行
信
利
益
の
文
に
も
、
爾 
、
獲
眞
實
行
信 
、
心
多
歡
喜
故
、
是
名
歡
喜
地
。
是
喩
初
果 
、
初
果
聖 
、 
睡
眠
懶
墮
、
不
至
二
十
九
有
。
何
況
十
方
群
生 
、
歸
命
斯
行
信 
、
攝
取
不
捨
。
故
名
阿
彌
陀
佛
。
是
曰
他
力
。
是
以
龍
樹
大
士
、
曰
｢ 
時
入
必
定｣
、
曇
鸞
大
師
、
云
｢
入
正
定
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( 
)
(
十
住
毘
婆
沙
論
卷
五
易
行
品)
(
論
註
巻
上)
聚
之
數
。｣
( )(しかれ
ば
真
実
行
信
を
獲
れ
ば
、
心
に
歓
喜
多
き
が
ゆ
へ
に
、
こ
れ
を
歓
喜
地
と
名
づ
く
。
こ
れ
を
初
果
に
喩
ふ
る
こ
と
は
、
初
果
の
聖
者
、
な
ほ
睡
眠
し
懶
堕
な
け
れ
ど
も
二
十
九
有
に
至
ら
ず
。
い
か
に
い
は
ん
や
十
方
群
生
海
、
こ
の
行
信
に
帰
命
す
れ
ば
摂
取
し
て
捨
て
た
ま
わ
ず
。
ゆ
へ
に
阿
弥
陀
仏
と
名
づ
け
た
て
ま
つ
る
と
。
こ
れ
を
他
力
と
い
ふ
。
こ
こ
を
も
っ
て
龍
樹
大
士
は
、｢
即
時
入
必
定｣
と
い
へ
り
。
曇
鸞
大
師
は
｢
入
正
聚
之
数｣
と
い
へ
り
。)
と
、
名
号
の
働
き
に
よ
っ
て
衆
生
に
む
け
ら
れ
た
仏
願
力
に
よ
っ
て
、
心
多
歓
喜
の
益
が
生
ま
れ
る
。
こ
の
点
に
も
現
生
正
定
聚
の
益
が
示
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
現
生
に
お
い
て
正
定
聚
に
入
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
利
益
で
あ
り
、｢
行
信
の
利
益｣
の
働
き
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
両
重
因
縁
の
文
に
真
実
の
信
を
内
因
と
し
、
光
明
名
号
を
外
因
と
し
て
、
真
実
報
土
に
往
生
す
る
利
益
で
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。
そ
れ
故
に
親
鸞
は
一
乗
真
実
の
利
益
は
｢
大
利｣
で
あ
る
と
明
か
さ
れ
、
そ
の
大
利
は
無
量
光
明
土
に
到
り
て
大
般
涅
槃
を
証
す
る
こ
と
を
明
か
し
、
往
相
回
向
の
利
益
を
示
さ
れ
る
。
そ
の
大
利
は
普
賢
の
徳
の
功
徳
で
あ
る
と
。
そ
れ
は
浄
土
に
往
生
し
た
も
の
が
再
び
こ
の
世
へ
も
ど
り
、
普
く
衆
生
を
済
度
す
る
と
い
ふ
大
慈
大
悲
の
徳
で
、
還
相
回
向
の
利
益
で
あ
る
こ
と
を
明
か
す
。
ま
た
、『
正
信
念
仏
偈』
の
偈
前
の
文
は
、
正
信
念
仏
が
仏
願
力
回
向
の
名
号
の
利
益
に
よ
る
感
謝
の
思
い
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
と
と
ら
え
ら
れ
、
知
恩
報
徳
の
益
が
示
さ
れ
て
い
る
。｢
行
巻｣
に
お
い
て
は
如
来
の
仏
願
力
の
利
益
が
衆
生
の
隅
々
ま
で
働
き
続
け
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
三
親
鸞
は
仏
願
力
の
働
き
に
よ
っ
て
現
れ
て
く
る
現
生
の
利
益
を
｢
信
巻｣
に
も
示
さ
れ
る
。｢
信
巻｣
の
標
挙
に
｢
至
心
信
楽
之
願
正
定
聚
之
機｣
と
正
定
聚
の
益
を
回
向
さ
れ
た
信
心
の
機
を
示
さ
れ
る
。｢
信
巻｣
で
は
本
文
の
始
め
に
信
心
の
機
に
つ
い
て
然
常
沒
凡
愚
、
流
轉
群
生
、
无
上
妙
果
不 
成
、
眞
實
信
樂
實 
獲
。
何
以
故
、
乃
由
如
來
加
威
力
故
、
博
因
大
悲
廣
慧
力
故
。 
獲
淨
信 
、
是
心
不 
倒
、
是
心
不 
僞
。
是
以
極
惡
深
重
衆
生
、
得
大
慶
喜
心
、
獲 
聖 
重
愛
也
。
( )(しかるに
常
没
の
凡
愚
、
流
転
の
群
生
、
無
上
妙
果
の
成
じ
が
た
き
に
あ
ら
ず
、
真
実
の
信
楽
ま
こ
と
に
獲
る
こ
と
難
し
。
な
に
を
も
っ
て
の
ゆ
え
に
、
い
ま
し
如
来
の
加
威
力
に
よ
る
が
ゆ
え
な
り
、
博
く
大
悲
広
慧
の
力
に
よ
る
が
ゆ
え
な
り
。
た
ま
た
ま
浄
信
を
獲
ば
、
こ
の
心
顕
倒
せ
ず
、
こ
の
心
虚
偽
な
ら
ず
。
こ
こ
を
も
っ
て
極
悪
深
重
の
衆
生
、
大
慶
喜
心
を
得
、
も
ろ
も
ろ
の
聖
尊
の
重
愛
を
獲
る
な
り
。)
と
、
機
の
信
心
は
如
来
が
衆
生
救
済
す
る
た
め
に
加
せ
ら
れ
た
利
益
で
あ
る
と
。
こ
こ
で
も
再
度
真
実
の
意
味
と
し
て
、
不
顕
倒
・
不
虚
偽
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
る
。
そ
の
後
に
、
三
一
問
答
に
よ
っ
て
第
十
八
願
文
と
第
十
八
願
成
就
文
に
よ
っ
て
、｢
信
心｣
を
き
め
こ
ま
か
に
述
べ
ら
れ
る
。
そ
の
信
心
に
つ
い
て
第
十
八
願
成
就
文
の
釈
の
中
に
、
信
心
の
利
益
と
し
て
現
生
十
種
の
益
が
説
か
れ
る
。
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( 
)
そ
の
現
生
十
種
の
益
は
第
十
八
願
成
就
文
の
｢
即
得
往
生
住
不
退
転｣
を
釈
す
る
文
で
あ
る
。
獲
得
金
剛
眞
心 
、 
超
五
趣
八  
、
必
獲
現
生
十
種 
。
何 
爲
十
。
一  
衆
護
持 
、
二 
至 
具
足 
、
三 
轉
惡
成
善 
、
四  
佛
護
念 
、
五  
佛
稱
讃 
、
六 
心 
常
護 
、
七 
心
多
歡
喜 
、
八 
知
恩
報  
、
九 
常
行
大
悲 
、
十 
入
正
定
聚 
也
。
( )
(
金
剛
の
真
心
を
獲
得
す
れ
ば
、
横
に
五
趣
八
難
の
道
を
超
え
、
か
な
ら
ず
現
生
に
十
種
の
益
を
獲
。
何
も
の
か
十
と
す
る
。
一
つ
に
は
冥
衆
護
持
の
益
、
二
つ
に
は
至
徳
具
足
の
益
、
三
つ
に
は
転
悪
成
善
の
益
、
四
つ
に
は
諸
仏
護
念
の
益
、
五
つ
に
は
諸
仏
称
讃
の
益
、
六
つ
に
は
心
光
常
護
の
益
、
七
つ
に
は
心
多
歓
喜
の
益
、
八
つ
に
は
知
恩
報
徳
の
益
、
九
つ
に
は
常
行
大
悲
の
益
、
十
に
は
正
定
聚
に
入
る
益
な
り
。)
こ
の
文
に
つ
い
て
釈
文
も
引
文
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
親
鸞
は
『
華
厳
経』
の
｢
聞
此
法
歓
喜
信
心(
こ
の
法
を
聞
き
て
歓
喜
信
心
す)
。｣
に
つ
い
て
、『
華
厳
経』
の
文
言
で
は
、
聞
此
法
歓
喜
信
心
、
无
疑  
成
无
上 
、
与 
如
来
等
。
( )
(
こ
の
法
を
聞
き
て
歓
喜
信
心
す
、
疑
な
き
者
は
速
や
か
に
無
上
道
を
成
ら
ん
。
諸
如
来
と
等
し
。)
と
示
さ
れ
る
も
の
を
、親
鸞
は
『
末
燈
抄』
に
信
心
歓
喜
者
、
与
諸
如
来
等
。
( )
(
信
心
歓
喜
は
諸
如
来
と
ひ
と
し
。)
と
、｢
歓
喜
信
心｣
の
文
言
を
｢
信
心
歓
喜｣
と
読
み
か
え
ら
れ
信
心
の
う
え
で
の
利
益
で
あ
る
こ
と
を
示
め
さ
れ
る
。
信
心
を
獲
て
五
趣
八
難
を
超
え
て
と
は
当
益
を
示
し
、
現
生
に
十
種
の
益
を
獲
る
と
は
現
益
を
示
す
。
他
力
の
信
を
得
た
衆
生
は
、
必
ず
現
生
に
十
種
の
益
が
備
わ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
の
十
種
の
益
の
中
、
第
十
の
入
正
定
聚
の
益
は
総
益
で
あ
っ
て
、
他
の
九
つ
は
別
益
と
古
来
よ
り
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
入
正
定
聚
の
益
は
『
華
厳
経』
に
｢
諸
如
来
等｣
と
如
来
と
等
し
と
も
言
わ
れ
絶
対
的
価
値
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
因
徳
が
円
満
し
寸
分
も
狂
う
こ
と
が
な
い
こ
と
を
示
し
、
当
来
に
必
ず
成
仏
す
べ
き
こ
と
を
意
味
す
る
。
他
の
九
種
の
利
益
は
名
号
の
徳
が
生
活
の
上
に
に
じ
み
出
て
、
念
仏
の
衆
生
が
体
験
で
き
る
利
益
で
あ
る
。
即
ち
冥
衆
護
持
・
諸
仏
護
念
・
諸
仏
称
讃
・
心
光
常
護
の
益
は
生
活
の
上
に
諸
仏
に
守
ら
れ
て
い
る
と
い
う
守
護
感
を
味
わ
い
、
至
徳
具
足
の
益
は
生
活
の
上
に
安
定
感
が
生
じ
、
転
悪
成
善
の
益
は
自
己
を
反
省
す
る
慚
愧
の
心
が
生
じ
、
心
多
歓
喜
の
益
は
明
る
い
心
と
人
生
を
創
造
し
て
い
く
勇
気
が
芽
生
え
、
知
恩
報
徳
の
益
は
如
来
の
恩
寵
に
よ
っ
て
真
実
に
生
き
抜
く
道
を
ひ
ろ
め
て
い
く
と
い
う
使
命
感
を
生
じ
さ
せ
る
。
現
生
十
種
の
益
は
念
仏
行
者
に
与
え
ら
れ
た
精
神
的
・
自
覚
的
利
益
で
あ
っ
て
、
物
質
的
・
官
能
的
な
利
益
で
は
な
い
。
し
か
し
、
心
に
絶
対
的
価
値
た
る
名
号
を
領
受
す
れ
ば
、
信
心
の
生
活
の
徳
と
し
て
、
息
災
延
命
や
七
難
消
滅
な
ど
の
利
益
も
得
ら
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
『
大
無
量
寿
経』
の
｢
兵
戈
を
用
う
る
こ
と
無
し｣
と
示
さ
れ
る
の
も
こ
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
現
世
利
益
を
解
か
れ
る
の
で
あ
る
。
如
来
よ
り
奇
跡
的
・
魔
術
的
・
物
質
的
な
利
益
を
与
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
信
心
が
縁
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( 
)
と
な
っ
て
因
果
の
道
理
に
従
っ
た
展
開
へ
変
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
信
心
に
利
益
で
あ
る
現
生
十
種
の
益
が
示
さ
れ
た
後
、
仏
願
力
に
よ
る
信
心
は
金
剛
の
信
心
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
、
こ
れ
に
続
い
て
横
超
断
四
流
釈
と
真
仏
弟
子
釈
が
示
さ
れ
る
。
こ
れ
は
信
心
に
よ
っ
て
得
る
利
益
で
、
横
超
断
四
流
釈
は
当
来
の
利
益(
当
益)
で
、
真
仏
弟
子
釈
は
現
生
に
お
け
る
信
心
の
利
益
(
現
益)
で
あ
る
。
こ
の
横
超
断
四
流
釈
と
真
仏
弟
子
釈
の
引
文
の
内
容
か
ら
、
こ
こ
で
は
現
生
の
益
で
あ
る
真
仏
弟
子
釈
を
主
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
真
仏
弟
子
釈
に
つ
い
て
言
眞
佛
弟
子 
、
眞
言
對
僞
對
假
也
。
弟
子 
釋  
佛
之
弟
子
、
金
剛
心
行
人
也
。
由
斯
信
行
、
必
可
超
證
大
涅
槃
故
、
曰
眞
佛
弟
子
。
( )
(
真
の
仏
弟
子
と
い
ふ
は
、
真
の
言
は
偽
に
対
し
仮
に
対
す
る
な
り
。
弟
子
と
は
釈
迦
諸
仏
の
弟
子
な
り
。
金
剛
心
の
行
人
な
り
。
こ
の
信
行
に
よ
り
て
か
な
ら
ず
大
涅
槃
を
超
証
す
べ
き
が
ゆ
え
に
、
真
の
仏
弟
子
と
い
ふ
。)
と
、
真
の
仏
弟
子
と
は
、
金
剛
心
の
行
人
す
な
わ
ち
信
心
の
行
者
を
い
う
の
で
あ
る
。
衆
生
の
信
心
と
な
り
、
称
名
と
な
っ
て
働
く
名
号
に
よ
っ
て
必
ず
大
涅
槃
を
証
す
べ
き
人
と
な
る
。
こ
の
真
仏
弟
子
は
現
生
に
お
い
て
正
定
聚
に
入
る
こ
と
が
確
約
さ
れ
る
利
益
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
に
『
大
本』
(
大
経
卷
上)
言
。｢
設
我
得
佛
、
十
方
无
量
不
可
思
議 
佛
世
界
衆
生
之
類
、
蒙
我
光 
觸
其
身 
、
身
心
柔 
超 
人
天
。
若
不
爾 
不
取
正
覺
。
設
我
得
佛
、
十
方
无
量
不
可
思
議 
佛
世
界
衆
生
之
類
、
聞
我
名
字
、
不
得
菩 
无
生
法 
、 
深 
持 
、
不
取
正
覺
。
( )｣
(『
大
本』
に
の
た
ま
は
く
、｢
た
と
ひ
わ
れ
仏
を
得
た
ら
ん
に
、
十
方
無
量
不
可
思
議
の
諸
仏
世
界
の
衆
生
の
類
、
わ
が
光
明
を
蒙
り
て
そ
の
身
に
触
れ
る
る
も
の
、
身
心
柔
軟
に
し
て
人
・
天
に
超
過
せ
ん
。
も
し
し
か
ら
ず
は
正
覚
を
取
ら
じ
と
。
た
と
ひ
わ
れ
仏
を
得
た
ら
ん
に
、
十
方
無
量
不
可
思
議
の
諸
仏
世
界
の
衆
生
の
類
、
わ
が
名
字
を
聞
き
て
、
菩
薩
の
無
生
法
忍
、
も
ろ
も
ろ
の
深
総
持
を
得
ず
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ｣
と
。)
と
、
真
仏
弟
子
の
得
る
利
益
で
も
『
大
無
量
寿
経』
の
第
三
十
三
願
・
触
光
柔
軟
の
願
、
第
三
十
四
願
・
聞
名
得
忍
の
願
が
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
光
明
と
名
号
の
働
き
に
よ
っ
て
真
仏
弟
子
と
な
る
信
心
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
｢
行
巻｣
の
両
重
因
縁
の
文
で
述
べ
ら
れ
る
。
光
明
と
名
号
と
い
う
外
因
の
働
き
か
ら
利
益
が
生
ま
れ
る
こ
と
は
光
明
と
名
号
が
信
心
を
お
こ
す
は
た
ら
き
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。
故
に
、
信
心
に
伴
っ
て
得
ら
れ
る
現
世
利
益(
現
生
十
種)
も
光
明
と
名
号
の
働
き
か
ら
展
開
し
た
も
の
と
考
え
る
。
又
、
第
三
十
四
願
・
聞
名
得
忍
の
願
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
｢
菩
薩
の
無
生
法
忍
、
も
ろ
も
ろ
の
深
総
持
を
得
る｣
と
は
名
号
に
こ
め
ら
れ
て
い
る
無
上
の
功
徳
を
う
る
こ
と
で
あ
り
、
名
号
を
聞
信
す
る
と
き
功
徳
が
具
足
す
る
こ
と
を
あ
ら
わ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
二
十
三
の
引
文
が
引
か
れ
真
仏
弟
子
の
利
益
が
示
さ
れ
る
。
こ
の
信
心
の
利
益
を
当
益
と
現
益
と
で
釈
さ
れ
、
真
の
仏
弟
子
は
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
を
説
く
釈
迦
及
び
諸
仏
方
の
弟
子
で
あ
り
、
金
剛
心
を
得
た
行
人
で
あ
り
、
真
実
の
信
行
に
よ
っ
て
仏
果
、
大
涅
槃
を
超
証
し
て
い
く
人
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
引
文
の
中
に
善
導
の
『
往
生
礼
讃』
の
引
文
が
あ
り
、
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( 
)
自
信 
人
信
、 
中
轉
更 
、
大
悲
弘
普 
、
眞
成
報
佛
恩
。
( )
(
み
ず
か
ら
信
じ
、
人
を
教
え
て
信
ぜ
し
む
る
こ
と
、
難
き
が
な
か
に
う
た
た
ま
た
難
し
。
大
悲
ひ
ろ
く
あ
ま
ね
く
化
す
る
。
ま
こ
と
に
仏
恩
を
報
ず
る
に
な
る
と
。)
こ
れ
は
本
来
善
導
の
『
往
生
礼
讃』
の
文
｢
大
悲
伝
普
化｣
を
智
昇
大
師
の
『
集
諸
経
礼
讃
儀』
が
｢
大
悲
弘
普
化｣
と
な
お
さ
れ
、
自
ら
教
え
を
信
じ
て
人
に
伝
え
て
い
く
こ
と
は
難
し
く
特
に
大
悲
を
伝
え
る
こ
と
ほ
ど
難
し
い
こ
と
は
な
い
。
従
っ
て
、
自
ら
の
力
で
仏
の
大
悲
を
伝
え
て
い
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
自
ず
か
ら
仏
の
大
悲
は
弘
ま
っ
て
い
く
の
で
あ
る
と
｢
弘｣
の
言
葉
に
本
願
他
力
の
働
き
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
王
日
休
の
『
龍
舒
浄
土
文』
を
引
文
し
、
王
日
休
(
淨
土
文
卷
一
〇)
云
。｢
我
聞
无
量
壽
經
、
衆
生
聞
是
佛
名
信
心
歡
喜
、
乃
至
一
念
、
願
生
彼
國
、
即
得
往
生
、
住
不 
轉
。
不 
轉 
、
梵
語
謂
之
阿 
越
致
。
法
華
經
謂
彌
勒
菩  
得
報
地
也
。
一
念
往
生
、
便
同
彌
勒
。
佛
語
不 
、此
經
寔
往
生
之
徑 
、 
苦
之 
方
、
應
皆
信
受
。
( )｣
(
王
日
休
が
い
は
く
、｢
わ
れ
無
量
寿
経
を
聞
く
に
、
衆
生
こ
の
仏
名
を
聞
き
て
信
心
歓
喜
せ
ん
こ
と
乃
至
一
念
せ
ん
も
の
、
か
の
国
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
れ
ば
、
す
な
は
ち
往
生
を
得
、
不
退
転
に
住
す
と
。
不
退
転
は
梵
語
に
は
こ
れ
を
阿
惟
越
致
と
い
ふ
。
法
華
経
に
い
は
く
、
弥
勒
菩
薩
の
所
得
の
報
地
な
り
と
。
一
念
往
生
、
す
な
は
ち
弥
勒
に
同
じ
。
仏
語
虚
し
か
ら
ず
、
こ
の
経
は
ま
こ
と
に
往
生
の
径
術
、
脱
苦
の
神
方
な
り
。
み
な
信
受
す
べ
し｣
と
。)
と
、｢
便
同
弥
勒｣
の
言
葉
を
だ
し
、
現
生
に
お
い
て
正
定
聚
に
住
す
る
真
仏
弟
子
は
弥
勒
と
同
じ
で
あ
る
と
讃
嘆
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
真
仏
弟
子
釈
に
お
い
て
経
釈
二
十
三
文
引
用
し
て
現
生
に
お
け
る
利
益
を
表
さ
れ
る
。
そ
れ
を
受
け
て
真
仏
弟
子
釈
全
体
を
結
ん
で
、
便
同
弥
勒
釈
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、
眞
知
、
彌 
大
士
、
窮
等
覺
金
剛
心
故
、
龍
華
三
會
之
曉
、
當
極
无
上
覺
位
。
念
佛
衆
生
、
窮
横
超
金
剛
心
故
、
臨 
一
念
之
夕
、
超
證
大
般
涅
槃
。
故
曰
便
同
也
。
加
之
、
獲
金
剛
心 
、
則
與
韋
提
等
、
即
可
獲
得
喜
・
悟
・
信
之 
。
是
則
往
相
廻
向
之
眞
心
徹
到
故
、
籍
不
可
思
議
之
本
誓
故
也
。
( )
(
ま
こ
と
に
知
ん
ぬ
、
弥
勒
大
士
は
等
覚
の
金
剛
心
を
窮
む
る
が
ゆ
え
に
、
竜
華
三
会
の
暁
、
ま
さ
に
無
上
覚
位
を
極
む
べ
し
。
念
仏
の
衆
生
は
横
超
の
金
剛
心
を
極
む
る
が
ゆ
え
に
、
臨
終
一
念
の
夕
べ
、
大
般
涅
槃
を
超
証
す
。
ゆ
え
に
便
同
と
い
ふ
な
り
。
し
か
の
み
な
ら
ず
金
剛
心
を
獲
る
も
の
は
、
す
な
わ
ち
韋
提
と
等
し
く
、
す
な
わ
ち
喜
・
悟
・
信
の
忍
を
獲
得
す
べ
し
。
こ
れ
す
な
は
ち
往
相
回
向
の
真
心
徹
到
す
る
が
ゆ
え
に
、
不
可
思
議
の
本
誓
に
よ
る
が
ゆ
え
な
り
。)
と
の
べ
ら
れ
、
念
仏
の
衆
生
は
横
超
の
金
剛
心
を
窮
め
る
が
ゆ
え
に
、
弥
勒
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
、
臨
終
の
一
念
に
大
涅
槃
に
い
た
る
こ
と
は
往
生
即
成
仏
の
当
来
の
益
を
示
す
。
ま
た
、
金
剛
の
信
心
を
獲
る
も
の
は
韋
提
と
等
し
と
い
う
こ
と
は
現
生
に
お
い
て
の
正
定
聚
の
益
を
う
る
こ
と
で
現
益
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
現
生
に
お
け
る
信
心
の
利
益
が
現
生
正
定
聚
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
当
来
の
利
益
が
往
生
即
成
仏
で
あ
る
こ
と
を
明
か
す
。
往
相
回
向
の
信
心
の
利
益
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
本
願
他
力
の
念
仏
が
如
何
に
優
れ
た
教
え
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
無
上
な
信
心
の
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( 
)
利
益
で
あ
る
こ
と
を
あ
か
す
。
彼
土
得
証
を
基
底
と
す
る
浄
土
教
に
お
い
て
、
凡
夫
が
仏
と
等
し
い
と
い
う
こ
と
は
凡
夫
に
お
い
て
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
親
鸞
は
本
願
他
力
の
念
仏
に
よ
る
現
生
に
お
け
る
信
心
の
利
益
が
明
ら
か
に
現
生
に
お
い
て
正
定
聚
に
入
る
こ
と
を
約
束
さ
れ
る
。
信
心
獲
得
の
一
念
の
因
が
往
生
即
成
仏
に
ま
さ
し
く
定
ま
る
こ
と
、
つ
ま
り
現
生
に
て
正
定
聚
に
入
る
こ
と
が
此
土
・
穢
土
に
生
き
る
衆
生
の
救
い
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
慶
び
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
親
鸞
は
便
同
弥
勒
釈
の
後
に
誠
知
、
悲
哉
、
愚
禿
鸞
、
沈 
於
愛
欲
廣 
、 
惑
於
名
利
太
山
、
不
喜
入
定
聚
之
數
、
不
快 
眞
證
之
證
、
可
恥
可
傷
矣
。
( )
(
ま
こ
と
に
知
ん
ぬ
、
悲
し
き
か
な
愚
禿
鸞
、
愛
欲
の
広
海
に
沈
没
し
、
名
利
の
太
山
に
迷
惑
し
て
、
定
聚
の
数
に
入
る
こ
と
を
喜
ば
ず
、
真
証
の
証
に
近
づ
く
こ
と
を
快
し
ま
ざ
る
こ
と
を
、
恥
ず
べ
し
傷
む
べ
し
と
。)
と
述
べ
ら
れ
、
正
定
聚
に
入
る
こ
と
を
喜
べ
な
い
身
で
あ
る
こ
と
も
示
し
て
い
る
。
ま
た
如
来
と
等
し
い
立
場
に
成
ら
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
凡
夫
は
臨
終
の
一
念
に
至
る
ま
で
煩
悩
具
足
の
凡
夫
で
あ
る
こ
と
を
悲
嘆
し
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
凡
夫
の
思
い
は
こ
の
世
に
お
け
る
執
着
が
強
く
、
物
質
的
・
官
能
的
な
思
い
に
迷
わ
さ
れ
る
煩
悩
に
、
悩
ま
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
嘆
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
四
｢
信
巻｣
末
に
お
い
て
は
、
名
号
の
働
き
に
お
け
る
真
実
信
心
に
よ
っ
て
、
現
生
で
正
定
聚
の
利
益
を
得
、
臨
終
の
一
念
に
往
生
即
成
仏
す
る
利
益
を
得
る
。
現
益
と
当
益
が
往
相
回
向
の
利
益
で
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。
親
鸞
は
そ
の
根
本
義
、
真
実
信
心
に
よ
っ
て
当
来
す
る
真
実
の
証
に
つ
い
て
、
 
顯
眞
實
證 
、
則
是
利
他
圓
滿
之
妙
位
、
无
上
涅
槃
之
極
果
也
。
即
是
出
於
必
至
滅
度
之
願
、
亦
名
證
大
涅
槃
之
願
也
。
然
煩
惱
成
就
凡
夫
、
生
死
罪
濁
羣
萠
、
獲
往
相
回
向
心
行
、
即
時
入
大
乘
正
定
聚
之
數
。
住
正
定
聚
故
、
必
至
滅
度
。
( )
(
つ
つ
し
ん
真
実
の
証
を
顕
さ
ば
、
す
な
わ
ち
こ
れ
利
他
円
満
の
妙
位
、
無
上
涅
槃
の
極
果
な
り
。
す
な
わ
ち
こ
れ
必
至
滅
度
の
願
よ
り
出
で
た
り
。
ま
た
証
大
涅
槃
の
願
と
名
づ
く
る
な
り
。
し
か
る
に
煩
悩
成
就
の
凡
夫
、
生
死
罪
濁
の
群
萌
、
往
相
回
向
の
心
行
を
獲
れ
ば
、
即
の
と
き
に
大
乗
正
定
聚
の
数
に
入
る
な
り
。
正
定
聚
に
住
す
る
が
ゆ
え
に
、
必
滅
度
に
至
る
。)
と
、
真
実
信
心
と
な
り
称
名
念
仏
に
な
る
名
号
の
働
き
を
領
受
し
た
即
の
時
に
、
正
定
聚
に
住
し
、
必
ず
滅
度
に
至
る
。
そ
れ
は
本
願
他
力
に
よ
っ
て
一
乗
真
実
の
利
益
が
満
ち
あ
ふ
れ
た
世
界
で
あ
る
。
こ
の
証
果
の
世
界
は
利
益
・
往
生
が
定
ま
っ
た
こ
と
を
意
味
し
、
往
相
回
向
の
信
心
は
無
上
の
果
の
利
益
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。｢
証
巻｣
は
大
悲
の
完
全
な
姿
で
あ
る
こ
と
を
。
故
に
、
最
初
に
も
示
し
た
が
｢
証
巻｣
の
四
法
結
釈
は
教
・
行
・
信
・
証
の
四
法
は
因
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(  )
果
と
も
に
清
浄
で
真
実
な
悟
り
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
結
び
で
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
本
願
念
仏
の
利
益
が
如
何
に
真
実
な
清
浄
な
も
の
で
あ
り
、
因
果
の
道
理
を
正
し
く
示
し
た
真
理
で
あ
る
か
を
論
理
的
に
示
し
、
そ
の
利
益
が
現
当
二
益
の
往
相
回
向
で
あ
る
こ
と
を
明
か
す
。
そ
の
後
に
二
言 
相
回
向 
、
則
是
利
他  
地 
也
。
( )
(
二
つ
に
還
相
の
回
向
と
い
ふ
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
利
他
教
化
地
の
益
な
り)
は
、
還
相
回
向
本
来
の
意
味
を
示
す
も
の
で
、
他
力
の
教
化
地
と
は
本
願
他
力
に
よ
っ
て
迷
え
る
衆
生
を
済
度
し
て
く
る
如
来
の
根
源
か
ら
の
働
き
で
あ
る
。
故
に
、『
大
無
量
寿
経』
に
は
｢
普
賢
大
士
の
徳
に
遵
へ
り｣
と
述
べ
ら
れ
、
仏
願
力
の
利
益
と
い
う
こ
と
は
如
来
の
働
き
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
還
相
回
向
は
往
生
し
た
も
の
が
即
成
仏
と
な
り
衆
生
済
度
し
て
い
く
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
二
種
の
回
向
こ
そ
親
鸞
の
利
益
観
と
考
え
る
。
結
以
上
の
こ
と
か
ら
、
親
鸞
の
利
益
観
は
教
・
行
・
信
・
証
の
四
法
全
て
に
示
さ
れ
る
仏
願
力
名
号
の
働
き
で
、
親
鸞
は
阿
弥
陀
仏
の
仏
願
力
回
向
に
全
て
が
包
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
れ
た
。
故
に
、
目
先
の
利
益
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
真
の
利
益
は
因
果
の
道
理
に
そ
っ
た
真
実
の
教
え
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
れ
る
。
そ
れ
は
利
他
教
化
地
の
益
を
示
す
還
相
回
向
と
い
う
根
本
義
に
気
づ
か
れ
往
相
の
利
益
、
現
益
・
当
益
の
本
質
的
意
味
で
あ
る
。
本
質
的
に
仏
願
力
の
利
益
は
真
如
か
ら
の
働
き
に
よ
っ
て
回
向
さ
れ
て
い
く
利
益
で
あ
る
。
故
に
、
現
益
・
入
正
定
聚
と
な
り
、
当
益
・
往
生
即
成
仏
と
な
る
究
極
の
利
益
を
た
ま
わ
る
こ
と
が
で
き
る
幸
せ
を
慶
ば
れ
た
と
考
え
る
。
こ
の
利
益
の
捉
え
方
か
ら
考
え
る
と
我
々
が
日
常
考
え
て
い
る
利
益
観
は
宗
教
の
本
質
の
歪
み
を
造
っ
て
い
る
よ
う
に
考
え
る
。
そ
れ
は
超
自
然
的
な
力
に
よ
っ
て
自
己
の
願
望
・
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
利
己
的
な
利
益
で
あ
る
。
御
利
益
は
衆
生
の
願
望
達
成
の
目
的
で
、
超
自
然
な
力
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
穢
れ
た
思
い
の
恥
ず
べ
き
姿
で
も
あ
る
。
現
代
の
宗
教
が
、
特
に
空
想
の
利
益
観
を
人
々
が
求
め
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
物
事
の
本
質
が
因
果
の
道
理
に
よ
っ
て
展
開
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
科
学
技
術
が
進
歩
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
の
心
は
発
展
性
の
な
い
変
化
の
な
い
自
己
中
心
的
願
望
と
嘆
か
ざ
る
得
な
い
の
で
あ
る
。
本
当
の
利
益
観
は
生
か
さ
れ
て
い
る
感
謝
の
念
に
尽
き
る
こ
と
に
至
る
の
で
あ
る
。
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